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やさい王国昭和村

みんなでつくろう
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　第４次総合計画（平成17年～26年）は、約40年続いた成長期

から、豊かな成長期へと転換を向かえ、バブル崩壊に続く不況、

平成の大合併の進展等、世界的な産業再編に直面する時代のむら

づくりの面でも大きな転換期を乗り切りました。

　そして、平成27年からスタートする第５次総合計画は今までの

取り組みを検証し、住民の意識を基本として、今までの施策や基

本方針を継承しつつも、さらに発展させていく視点に立ち、

　　首都圏近郊に位置し優れた自然を生かした“美しいむら”

  　“農業立村・野菜王国”の農商工連携のむら

　　子どもとお年寄りにやさしいむら

　　住民が元気な住みよいむら  

を基本とした政策を住民と一体となり進めるため、これには、 昭

和村の特性、資源を最大限に活かしながら、すべての村民が“私

のふるさと”として自信をもって誇れる村を創造することを進め

るためにソフト面を充実した基本計画と具体的な実施計画を定め、

村民の「村に対する愛着度が高く、多くの住民は村づくりに今ま

で以上に積極的に参加し、生活の豊かさを求めるための」への志

向の変化に対応する取り組みを進めてまいります。

ごあいさつ

昭和村長　堤　　盛　吉

総合計画とは
　総合計画は、本村の今後10年間の進むべき方向と基本施策、重点施策を明
らかにするもので、その役割は次のとおりです。

　「村民と村の協働（パートナーシップ）によるむらづくり」
への共通目標・行動指針となるものです。

　これからの村政の目標、むらづくりの基本方針、戦略プ
ロジェクト、基本施策などを総合的に定めるものです。

　村の立場と役割を明らかにし、国・県・広域圏の事業と
の調整・連携のための指針となるものです。

村民にとって

村政にとって

国･県・広域圏にとって

年
項目

平成22年 平成31年 平成36年
年平均増減率

H22〜H31 H31〜H36

総人口 7,620 7,400 7,300 △0.32 △0.27

年少人口
（15歳未満）

1,019
（13.4％）

970
（13.1％）

930
（12.7％）

△0.53 △0.82

生産年齢人口
（15〜64歳）

4,671
（61.3％）

4,200
（56.8％）

4,060
（55.6％）

△1.12 △0.67

老年人口
（65歳以上）

1,930
（25.3％）

2,230
（30.1％）

2,310
（31.6％）

1.73 0.72

（単位：人、％）年齢３区分別人口の目標

　本村の将来人口の見通しは現状のまま推移すれば、計画中間年の平成31年には

7,300人程度、さらに計画目標年の平成36年にはおよそ7,100人程度になると見通

されます。

　本村では恵まれた自然条件、生活条件、産業条件を生かした村づくりを今後とも

積極的に進め、人口減少に歯止めをかけ、計画目標年の人口目標を次のとおりとし

ます。

　将来像は、本村が今後10年間にわたって目指していく目標イメージを示すものです。また、これか

らのむらづくりに向けて住民参画の共通認識を形成するための象徴となることが期待されるものです。

　「第１部　総論」に掲げた６項目のむらの発展課題を総合的に勘案し、また「ベジタフルガーデン昭

和村～やさいが元気　人にやさしいむらづくり」という前計画で掲げた将来像の実現に向けて進めて

きたこれまでのむらづくりを継承し、さらに発展させていくという視点に立つとともに、首都圏近郊

に位置して優れた自然を活かした“美しい村”、“農業立村・やさい王国”の農業先進のむら、子どもと

お年寄りにやさしいむら、村民が元気な住みよいむらなど本村ならではの特性・資源を最大限に生か

しながら、すべての村民が“私のふるさと”として自信を持って誇れるむらを創造する、という想い

を込め、村の将来像を次のとおり定めます。

平成31年

7,400人

平成36年

7,300人
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みんなでつくろう　元気な昭和村

昭和村の将来像

人口目標
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施策の大綱 むらづくりの基本目標
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将来像に掲げたむらづくりの８つの基本目標の達成を目指して、次のとおり基本施策を展開します。

１ 住民参画・協働推進体制の確立
２ 地域活動・コミュニティ活動の充実
３ 情報公開と広報広聴の充実

みんなで進める自主・協働の
むらづくり

子育て応援・教育重視の
むらづくり

みんないきいき　スポーツ・
文化のむらづくり

生涯安心　
健康福祉のむらづくり

農業を基幹に元気産業の
むらづくり

安全で生活便利なむらづくり

緑に包まれた人にやさしい
むらづくり

計画推進のために

１ 学校教育の充実
２ 地域教育の充実と青少年健全育成の
　 推進
３ 子育て支援の充実
４ 男女共同参画・人権対策の推進

１ 生涯学習推進体制・施設の充実
２ 社会教育活動の推進
３ 文化活動・文化財保護活動の充実
４ 生涯スポーツ活動の充実
５ 友好交流都市との交流促進と多文化
　 共生体制の充実

１ 地域福祉の充実
２ 高齢者支援の充実
３ 障害者支援の充実
４ 社会保障の充実
５ 健康・保健活動の充実
６ 地域医療体制の充実

１ 農業・林業の振興
２ 商工業・エネルギー産業等の振興
３ 観光と６次産業化の推進

１ 防災体制・治山治水対策の充実
２ 消防・救急体制の充実
３ 交通安全・防犯・消費者対策の推進
４ 道路・公共交通の整備充実
５ 住環境の整備充実

１ 自然環境の保全
２ 景観形成と公園・緑地の整備
３ 上下水道の整備
４ 廃棄物処理とリサイクルの推進

１ 行政運営の充実
２ 財政運営の充実
３ 広域行政の推進
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基本目標８

基本目標７

基本目標６

基本目標５

基本目標４

基本目標３

基本目標２

基本目標 1

昭和村第５次総合計画　施策の体系図

＜８つの基本目標＞ ＜施策の項目＞

基本目標１　みんなで進める自主・協働のむらづくり

基本目標２　子育て応援・教育重視のむらづくり

基本目標３　みんないきいき　スポーツ・文化のむらづくり

基本目標４　生涯安心　健康福祉のむらづくり

基本目標５　農業を基幹に元気産業のむらづくり

基本目標６　安全で生活便利なむらづくり

基本目標７　緑に包まれ人にやさしいむらづくり

基本目標８　計画推進のために

　地方分権のむらづくりの時代に対応し、行政主導のむらづくりから、行政と住民が連携して取り組む住民
参画・協働のむらづくりの推進に積極的に取り組みます。

　村の次代を担う子どもたちを健やかにたくましく育むため、子育てしやすい環境づくりや学校教育の充
実、青少年健全育成や男女共同参画施策の推進に総合的かつ重点的に取り組みます。

　みんなで支え合い安心して暮らせる健康と福祉のむらづくりの一層の充実を図るとともに、生涯学習活
動や文化・スポーツ活動に親しむ環境づくりを推進し、一人ひとりが生涯にわたっていきいきと暮らせる
むらづくりに取り組みます。

　助け合い支え合う地域づくりを進めながら、高齢者や障害者等の介護・自立支援対策の充実に努めると
ともに、村民の健康寿命の延伸に向けた健康づくり体制・地域医療体制の一層の充実に取り組みます。

　農業を基幹に、農業と商工業、観光とが連携した地域ぐるみの特色ある産業振興に努め、村内雇用力と
村内定住力を高めた活力あるむらづくりに取り組みます。

　防災・減災体制や生活安全体制の充実に努めるとともに、道路・公共交通体系整備や住環境整備の推進
を図って、安全で便利な生活環境づくりに取り組みます。

　ごみ・リサイクル体制や再生可能エネルギーの開発など資源循環型社会づくりの一層の推進を図るとと
もに、上下水道事業の安定や環境保全活動・景観形成に努め、環境と共生するうるおいのあるむらづくり
に取り組みます。

　助け合い支え合う地域づくりを進めながら、高齢者や障害者等の介護・自立支援対策の充実に努めると
ともに、村民の健康寿命の延伸に向けた健康づくり体制・地域医療体制の一層の充実に取り組みます。

2015
（平成27年度）

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024
（平成36年度）

基本構想（平成27年度～36年度）

実施計画
（平成27年度～29年度）

毎年見直し

前期（平成27年度～31年度） 後期（平成32年度～36年度）

計画の期間
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発展課題 土地利用の基本方針
　本村の生かすべき特性や住民ニーズの動向、踏まえるべき時代の潮流等に基づき、むら発展に向けた主要

な課題を整理すると、次のとおりです。

　この基本的考え方を踏まえ、本村における土地利用の基本目標を

と定めます。

①川・山・農地の豊かな自然を大切にし、清流と緑に親しむ空間を確保します。

②農林業、商工業、観光の調和のとれた産業基盤を確立します。

③うるおいのある住環境・生活空間を確保します。

④にぎわいと魅力のある中心地の確保・創出を図ります。

⑤貴重な歴史遺産・景観を大切にします。

⑥全村的にネットワーク化された道路・交通体系を確立します。

⑦地域相互の連携とバランスのとれた土地利用を推進します。　村民と行政との協働体制の確立を進め、村民

と行政とが知恵と力を合わせた協働のむらづく

り・地域づくりに積極的に取り組んでいく必要

があります。

　村独自の保健・医療費助成制度や高齢者・障

害者にやさしい福祉体制、さらには子育て支援

体制の一層の充実を図り、すべての村民が安心

して生み育てることができる基盤づくりを進め

ていく必要があります。

　村の誇りの源泉となる豊かな自然環境・景観

を将来にわたって保全していくとともに、環境

に配慮した生活スタイルの普及や再生可能エネ

ルギーの開発など循環型むらづくりの形成・確

立に一層努めていく必要があります。

　子どもたちの「生きる力」の育成や「確かな

学力の向上」を目指して、学校、家庭、地域が

連携して他の市町村に誇り得る昭和村独自の教

育環境づくりを進めていく必要があります。

　近隣のＪＲ駅や集落間のアクセス向上を図る

道路・公共交通網整備をはじめ、都市的生活基

盤の整備や住宅・宅地基盤の整備などを一層進

めて、清流と緑に包まれた職住近接の村として

の基盤づくりを進めていく必要があります。

　村経済の活性化と雇用の場の創出に向け、豊

かな自然資源を生かした農業の一層の振興や観

光・商工業の振興を図り、若者にも魅力ある活

力ある産業づくりを進めていく必要がありま

す。

自立・持続可能なむらづくりに向けた、
行財政改革の推進と協働体制の確立

住む人の幸福度が高まる高齢者福祉・子
育て支援体制の一層の充実

豊かな自然環境・景観の保全と循環型む
らづくりの推進

子どもたちの育成と生涯学習・スポーツ
社会の形成に向けた教育・文化・スポー
ツ環境づくりの推進

便利で快適、安全・安心な生活基盤づく
りの推進

経済の活性化、雇用の場の拡充に向けた
農林業・商工観光業の振興

発展課題1

発展課題3

発展課題5

発展課題2

発展課題4
土地利用構想図

発展課題6

昭和村役場

森林ゾーン

農業ゾーン

河岸段丘グリーンベルト

集落ゾーン

工業ゾーン

赤城高原交流ゾーン

沼田市

昭和IC

SA

沼田市

沼田市

利根沼田望郷ライン

赤城高原ビューポイント

横浜市少年自然の家
赤城林間学園

村道永井中野線
（大規模農道）

渋川市

赤城IC方面

渋川･東京方面

沼田･新潟方面

沼田･みなかみ方面
片品村･日光方面

大沼方面

渋川方面

沼田方面

沼田方面

0 2.5㎞

255

255

251

251

昭和の森ゴルフ場・山荘

関越自動車道

道の駅
「あぐりーむ昭和」
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